









ハ ック ス リー の探 究(1)
初 期 小 説 に つ い て
三 浦 良 邦
19世紀的人間観 ・価値観が根底から覆えされ,絶望と不安が支配 した第
一次大戦後の1920年代に,ハ ックス リーは4つ の小説rクmム ・イェ 卩




観察 し,これを彼=流 の鋭い知性 と百科辞典的知識で懐疑的 ・諷刺的に描
写 してお り,小説は時代の幻滅 ・絶望的な陽気 ・道徳的混乱の表現 となっ
でいる。 しか しなが ら彼は当時の生存の意義と目的を喪失した人間,特に
知識人の生活を描きなが ら,も う一方では真剣に生活上拠所 とする価値 ・
思想を探 し求めている。彼は人聞を愛 し,人間の問題を考え,人 類の現在
及び未来について真面 目に考察 しているのであ り,Boweringが指摘 して
い繍 こ・ハ"1ク
a>リ冖は 「より望まし啌 活様式」 厂すべての燗Y'
に基づいた人生観」を探 し求めているので多る。以下,稼 の初期の3冊 の
小説を 検討 しながら,彼 はどのように1920年代を考え 描写 しているか,
又,彼 の 「すべての人閭経験に基づいた人生観」への探究はどのように行
われ{い るか,を 個 々の小説について具体的にみてゆきたい。 、
1
ハ ックス リ冖は処女作 『クローム ・イエ ロー』(1921)執筆 にあた り
,
従 来の筋 があ り,一 青年 の性格 の発展 についての退屈 な写実 小説を嫌 い,
伝統 に とらわ れない小説 を描 こ うと試み た。 この様 な考 えの下 に書かれた
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小説の構造 は非常に簡単であり,実際的な筋がない。作者はピーコヅクの
小説を模倣 して数人の風変 りな人物をク・一ム邸に集め,長 期の滞在をさ
せ,伝 統的 な週末のパー房 イを楽しませている。人物は対照と誇張による
戯画的人物 であり,物語には劇的な緊張,人物間の深刻な葛藤,新 しい人
間性の堯見 もない。事件 と人物聞の奔放な会話 のみがあるだけである。
ハックス リーは,自 身は鋭い知性を持ち,博識であったが,知 識に対 し
て懐疑的である様に思われる。彼は人類の歴史 と共に積み重なってきたぼ
う大な知識 を我々はいかに生活に取 り入れるべきか という問題をデニス と
スコーガソ という二人の知的人物によって提出している。主人公格のデニ
スはバラ色 の人生を期待 している青年詩人であるが,彼 の夢は現実の人生
に直面する時無残にこわされる。彼は4才 年上のアンに恋をするが,散 歩
の途中転んだ彼女を助ける機会があっても,背負 うとよろけてしまい彼女
に憐れ まれ た り,彼の競争相手が彼女 とダンスをし,肖像画を描き,月夜
に愛を語 っているのを見なが ら,そのどれ もできない。ついに彼は彼女 と
(z)
の恋をあきらめ,「人間は行動 している時だけが幸福だ」 と元気ずき,偽
りの電報で ロン ドンへ引き返すが,そ の時彼はアンが 自分に好意を持って
いるのに気ず く。しか し時すでに遅 く,彼はもう決 して決定的な行動をし





 One entered the world, Denis pursued, having ready-made ideas about every-
thing. One had a philosophy and tried to make life fit into it. One should have 
lived first and then made one's philosophy to fit life.... In the world of ideas                                    (4) 
everything was clear ; in life all was obscure, embroiled.
百 科辞 典的 知識 を持つ座 談家 のス コーガンはデニス のidealismとは対
照的 なrealismを奉 じ,科 学的 合理主義 の社 会を解説 している。
 An impersonal generation will take the place of Nature's hideous system. In 
vast state incubators, rows upon rows of gravid bottles will supply the world 
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with the population it requires. The family system will disappear ; society, 
sapped at its very base, will have to find new foundations  ; and Eros, beautifully 
and irresponsibly free, will flit like a gay butterfly from flower to flower through 
         (5) 
a sunlit world.
又,彼 の 「合理国家」 という未来の楽園に於ては,人 間は精神 と気質の
如何に従って幾つかの種族一木別 して絶対的支配者 としての理 性的人種,
中間層の実務にたず さわる情熱的入種,最 下層の俗衆の3つ一に分類 され
ている。そ して特に知性や情熱を欠 く俗衆は彼 らが幸福であ り,重要な人
間であり,彼等の行為は崇高で意義深いと信じる様に科学的に条件ずけら
れている。 しかし,この様な科学の応用による機械的な社会は19世紀科学
者の進歩の夢,科 学の宗教に対する,物 質の精神Y'対する勝利を表現 して
はいるが,こ の勝利はうわべだけのものである。ス コーガンの科学的 ・合
理的態度の不十分 さは後の小説における程深 く吟味 されてはいないが,あ
る程度明確にされている。彼は人間的価値一想像 ・思索 ・自然 ・芸術等一
を欠如 した人生を運命ずけられてお り,宗教 さえも彼にとっては無意味 と
なっている。以上の様にデニス ・ス コーガン共知識の為に不十分な人生を
過ごしている。
他の登場人物 も二人 と同様満足な人生を送 っていない。 クmム 邸の主
人で邸宅の歴史を書いているヘン リーは,現 実の生活から逃避 し,ほ とん
ど完全に過去の世界に住んでいる。彼にとって過去は現在以上に現実であ
り,消 滅した過去を 再創造す ることによってのみ彼は 現実を 見つけてい'
.る・そし蕊鱒 またすべての燗 的接触カミ秘 敷 な・た科学的未勅 夢
みている・ウィンブッシュ夫人の姪のアンは魅力的な女性で,デ ニスの様
な知識偏重からくる人生に対する障害物はな く,20年代の ソフィスティヶ
イ トされた若い 女性 として 人生に何を 望んでいるかをよく知っている。
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と鋭い対照 をなしているメアリーは,デ ニス と同様,,観念的な女性で自身
の夢にアロイ ドの分析を適用 し,自 身の性の 抑圧に危険を 感 じて行動す
る。そ して抑圧か らの解放の対象にアイヴァーを選ぶが,彼 は性行為を真
面 目に考え る人間ではなく,彼女は性の抑圧から自由になるが,彼 の突然
の出立によって傷っ く。
以上の様 に人物はすべて彼等がつかまえることができる価値を提供 しな
い現実世界 と調和することができず,現 実を回避 した り,失敗に終 ってい
る。そ して誇張され,諷 刺されたこの様な現代知識人の不安定な生活様式
は本質的には第一次大戦後の混乱の描写であ り,ハックス リーが後の小説




る。まだ彼 は探究を始めてはおらず,だ だ現代知識人の実態を描写 してい
るだけである。
II
『道化踊』(1923)は前作 と同 じく第一次大戦後の不安 と絶望の社会の
描写であ り,諷刺は依然 として小説の特徴ではあるが,そ の対象はより明
確により真面 目にとらえられている。場面は架空の美 しい田園よ り現実的
(8)
な大戦後の荒廃 した 「7百万の別個で異なる個 人」を持っRン ドンに移 っ
てお り,ハックス リーは物語の絶望的な陽気さを通 して,前作では背後に
隠されていた人間存在の無意味さ,すべての物Y'対す る無意味の感情を十
分表現 している。
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が,彼 の上品ぶった享楽的批評の空虚さは覆い隠すべ くもない。コールマ
ンはすべて価値を暗示するものを下落させることを人生の喜びとする悪魔
主義者であ り,又,彼 の扇形のあごひげは救 世主を模倣 してはいるが,ピ
ンでとめられた解剖用のカエ・レは十字架上のキ リス トに似ていると暴言を
吐 く反キリス ト教主義者でもある。 シアウォーターは腎臓の科学的研究に
のみ夢中になって,そ れ以外のすべての世俗的事柄に一切無関心な生理学




 Less than a week later he was dead. Never again, never again  : there had 
been a time when she could make herself  cry....Never again, never again. She 
repeated them softly now. But she felt no tears behind her eyes. Grief doesn't 
kill, love doesn't  kill  ; but time kills everything, kills desire,  kills sorrow, kills 
in the end the mind that feels them.... Never again, never again. Instead of 
                        (to) 
crying, sne laughed, laughed aloud.




の意義を喪失 した人問である。彼等は存在の意味を発見 しようとしなが ら
も,幻影を追求する結果に終 って3.り,「恐ろしい下品で愚かな地獄で無
(11)意味な
tarantellaを踊っている。」 この様な 虚無的な知識人 にまじっ
て,ガ ンブリルの父親 とエ ミリーは19世紀の価値観を具現 している。特に
父親は戦後のロン ドンの荒廃を嘆き,ク リス トファー ・レンの模型に従 っ
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思索 してい る 。
 No, but seriously, Gumbril reminded himself, the problem was very trouble-
some indeed. God as a sense of warmth about the heart, God as exultation, 
God as tears in  the eyes, God as a rush of power or thought  that was all 
right. But God as truth, God as  2+2=4—that wasn't so clearly all right. 
Was there any chance of their being the same ? Were there bridges to join 
 (12  )
the two worlds ?
もちろん即答はなく,彼 は人生の 人間的諸経験 と真理,人 閭の 価値 と知
識 との矛盾に悩み懐疑に陥 り,精神的ジレンマに悩んでいる。彼は学生の
答案を採点中教育に疑問を感 じ,礼拝堂の堅い橋子か ら偶然 「空気入 りズ
ボン」を思いつき,特許を取ってひともうけ し,金もうけ と情事 という無
責任な生き方 によって懐疑を忘れようと父親のいるロン ドンに出て くる。
そこでは彼は出会 う人々の間に希望 ・混乱.・絶望を見出 しながら,自身は
コールマンの模似を し,大きいあごひげと肩あてのはいったオーバーユー
トで変装 して,平 素の非行動的な 「隠やかで憂 うっな人間」からラブレー




が,「完全な人間」の男らしさと優 しさにひかれ,彼 の求愛に応 じる。ガ
ンブリルもまた自身の懐疑を忘れさせてくれるほど美 しい女性に出会った
と思い,彼女 に真剣に恋する。そ して彼はエ ミリーと共に希望をかいまみ
る。
 Through the silk of her  shift he learned her  curving side, her smooth straight 
back and the ridge of her spine. He stretched down, touched her feet, her 
knees. Under the smock he learned her warm body,  lightly, slowly caressing. 
He knew her, his fingers, he felt, could build her up, a warm and curving 
statue in the darkness. He did not desire her  ; to desire would have been to 
break the enchantment. He let himself sink deeper and deeper into his dark 
              (13) 
stupor of happiness.
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しか し,彼はつけひげを取 り,本来の 「隠やかで憂 うつな」 自己に戻 って
エ ミリーに会いに出かける時 ・偶然ヴィヴァッシュ夫人F出 会い食事に誘





頽廃の中で若い世代のdisorientationを例証 している。 しか し,彼 は単





不満足なものである と認識するし,夂,人 間の苦悩に 対 しても敏感であ
る。それにもかかわ らず,彼 ほ自身の懐疑を深 く思索することな く,結局





何 も提供されてはいなか った。 『くだらぬ本』(1925)に於ても古いテー
マは繰 り返され,作 者の諷刺的見方は変化 してはいないが,価 値への探究
のより真面 目な精神があ り,試験的な解洙が提示されている。小説は第1
作 と同 じく田園の大邸宅でのハウス ・バーディ形式に戻らているが,こ の
作品の特徴は恋愛が重要な地位を占めてし〕ることであ り.,四組の男女が登
場 レている。ぐ して作者は有閑階級の恋愛 と,は言えない様などこまで行っ
ても交 らない 「平行線の恋愛」を描写 しながら,例によって人物の生活態
度を吟味 ・点検 している。
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初老の力亠 苳ンは人間 として笑 うことができない生活態度を提示 してい
る。彼は表面 的には先駆者のろコrガ ンと同様 「19世紀の唯物主義の単純




生を過 してきたが,人生の快楽面だげを追求 してきたのであ り,時の経過
を考慮 しなか った。その結果,彼 は現在では孤独な老年,病 気,死 の考え
におびやかされている。この様なカーダンは精神薄弱で養母の遺産を相続
しているエル ヴァーに出会い,生活の安定 と静隠な老年 の為に彼女 との結




中年の女性であ り,芸術と愛に対 して情熱を持 っている。・彼女は詩人のチ
ェリファーを偶然救助 し,彼を愛する。 しか し,彼は最初から応ずる気は
なく常に彼女を回避 し,彼女の追跡は失敗Z終 る。 この現実 と想像の入 り
ま じった夫人の恋は彼女の一方通行であ り,状況も人間 も彼女の想像の産
物だったのであ り,彼 女は自身の 妄想 と主義の犠牲となっている。 そ し
て,そ の主義は年令を 全然考慮 しないものであ り,夫 人は 「おか しな人
物」か ら 「哀感の人物」 となっている。同様に小説家ス リップローの愛も
破綻する。彼女は自身を知的産物 と考え,絶 えず情緒の欠乏を感 じている
自意識過剰の知識人であり,恋愛によってもっと充実 した人生を過そ うと
す るが,愛 を小説の題材 として研究 し,又,愛 人のキャラミムが彼女に愛
を語 りながらも,自身の道を歩むから失敗するのである。
ハックス リーは 二人の人物にょって 厂望ましい 生活様式」 を考えてい
る。Fチェリファーは詩人で兎愛好家新聞の編集長であ り,第二部の 「フラ





然再会 し,恋人同志になる。 しか しながらその内に,彼 は彼女の現実の性
質に気ずき,絹 の衣服の下には,赤 裸々な若い肉体漆息ずいているのに気
ず く。,そして彼が自身が理想化 したバーバラと現実の彼女,美 への憧憬 と
肉体への嫌悪 という矛盾に悩む うちに彼女は別の男に走ってしま う。恋愛
の幻滅 と退屈を経験 した彼は,そ の後女性に真剣な興味を抱 くことができ
ない。 そ して彼はデニスの様な無邪気な状態か らガンブリル の様な深い
cynicismへと移 り変る。 しかしながら,彼 は人生に何の意味も見っける
ことが出来ないけれども,こ の現代社会か ら場所的 ・空間的に脱出する こ
とは不可能であるとし,現実の人生に戻ってゆ く現実主義者である。
 The proper course, I flatter myself, is that which I have adopted.  Having 
sought out the heart of reality Gog's Court, to be explicit—I have taken 
up my position  there  ; and though fully aware of the nature of the reality by 
which I am surrounded, though deliberately keeping myself reminded of the 
complete imbecility of what I am doing, I yet remain heroically at my post. 
My whole time is passed on the  switchback  ; all my life is one unceasing slide 
            (15) 
through nothing.
キ ャラ ミーは昔は粋 で経験 豊かな色男であ ったが,現 在は人生 を真面 目
に考え,現 在の生活を超えた どこかに,美 と神 秘 とが隠 されてい る と確 信
し,そ の探 究を行いたい と願 ってい る。 しか し,彼 はその意志に反 して,
快楽追求の毎 日を送 ってい る。 「人生はすば ら しい」 と幸福そ うなス リッ
プロー と恋愛遊戯を しなが ら,も う一 方では,「 これは愚かな ごξだ。俺
は この女を本当には愛 していないんだ。 これは時間の浪 費だ。'もっ と他に
1______C16)はるかY'重大 ななすべ き事があ る。」 と考えてい る。 しか し,彼 は次第に
瞑想生 活へ と傾斜 してゆ く。 「何を考えてい るの」 とス リップ ローに問わ
れ,彼 は 自分の手を眺め なが ら,次 の様Y'述べ る。
    It exists as electrical  charges  ; as chmical  molecules  ; as living  cells  ; as part 
   of a moral being, the instrument of good and  evil  ; in the physical world and 
   in mind. And from this one goes on to ask, inevitably, what relationship exists 
   between these different modes of being. What is  there in common between life 
   and  chemistry  ; between good and evil and electrical charges.... It's here that 
   the  gulfs begin to open. For there isn't any connection—that one can see, at 
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any  rate....And each one has just as much  right' to exist and to call  itself 
real as every other. And you can't explain one in terms of the  others....`The 
only hope,' he went on slowly,  'is that perhaps, if you went on thinking long 
enough and hard enough, you might arrive at an  explanation....Perhaps it's 
 really... all mind, all  spirit. The rest is only apparent, an illusion.
この手につ いての 考 察はす でに 言及 した ガソブ リルの 質問 の繰 り返 しで 辱
あるが,ガ ン ブ リルが解決を 発見 できず,時 勢 に押 し 流 されたのに反 し
て,キ ャ ラ.ミー は試験的 な解決を発見す る。彼は今 まで の快楽 の生活 を捨






神秘主義 は 『目的 と手段』(1939)に於 てハ ックス リーが発展 させ る最初
の もので あ り,キ ャラ ミーは彼の中期以後 の作 品を予告す る予言的 人物 で
ある。
しか しな が ら,キ ャラ ミーの解決 は当時 のハ ックス.リー を 完全 には満足
させなか った。 チ ェリフ ァーはキ ャラ ミーを攻撃 して 「人間は100人中99
人 に対 してrealityであ るものを,た とえそれが実 際 にはrealthingで
(工9)
なか った として も,無 視す る ことは 出来ない。」 と主張す る。 これ に対
してキ ャラ ミーは,救 い の方法は人に よって様 々であ り,自 分の方 法は他
の人間 と違 っているだけ である と反論 してい るが,こ の答 えは長い間 ハ ッ
<zo)
クス リーを満足 させ なか った。 とにか く,キ ャラ ミーの神秘主義 への探求
は,チ ェ リファーの安易 な妥協 と鋭 い対照 をな してお り,ハ ノクス リーは
1920年代後半 に ロ レンス の影響 を受け なが らも,中 期以後 「よ り望 ま しい
生活様式」を神秘主義 に求 めてい くのである。
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